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まもなく一学期が終了
一人一人が持てる力を発揮！

平成２８年度原町第三中学校ＰＴＡ学級懇談会に寄せて

校長あいさつ
保護者の皆様、本日はお忙しい中、授業参

観と引き続く学年懇談会においでいただきあ

りがとうございます。

まもなく一学期が終了しますが、本校では

教育目標を、

◎ 進んで学ぶ生徒（自主）

◎ 明朗で思いやりのある生徒（寛容）

◎ 健康でたくましい生徒（挑戦）

としており、その実現のため今年度の重点目

標として「互いに励まし合い、目標に向かっ

てチャレンジする生徒」を目指す姿として取

り組んできました。

一学期は何といっても部活動
一学期は何といっても部活動です。３年生

を中心に、生徒それぞれが所属する部活動で

持てる力を発揮しました。

その結果、相双地区大会では数多くの優勝、

入賞者を出しました。県大会はすでに特設陸

上部が終了、男女バドミントン部、ソフトテ

ニス部、柔道部がこれから出場します。

特に地区大会ではバドミントン部の個人団

体での男女完全優勝、陸上の県大会では走り

高跳びで本校生徒が優勝し東北大会の出場権

を得たことは、全校生にとって大きな励みと

なりました。

【中体連相双地区大会の表彰状伝達式の様子】

また、文芸部、吹奏楽部は野球部の試合に

雨の中、最後まで声を限りに応援し、互いに

励まし合う姿が心に残っています。

入賞に至らなかった生徒も、自分の力を出

し切るために、仲間と励まし合い、目標に向

かってチャレンジすることをとおして、支え

ていただいた保護者、地域の方々への感謝、

小さいことを重ねていくことの重要性を感じ

取ってくれたものと思っています。

学習面での取組

（確かな学力を身につけさせる）
学習面での取組状況をお伝えします。授業

については「授業の約束３ヶ条」「学び合う

授業づくり１０ヶ条」を掲げ、クラス全員が

学びに参加する授業の展開に取り組みました。

校内の調査では、

◆自分の考えを発表する機会がある ９６．３％

◆話し合う活動を行っている ９２．６％

◆発表するときうまく伝わるように工夫している ６６．７％

◆考えを書くとき、理由がわかるように書く ６３．０％

という結果がでました。生徒一人一人が授業

に主体的に参加する授業づくりはほぼできて

いますが、三人に一人が考えをうまく伝えた

り、理由をわかりやすく書いたりすることに

苦手意識を持つことがわかりました。さらに

「考えてわかりやすく書く」授業を追求して

いきます。他にも定期テスト前に全教員で生

徒の質問を受け付ける「質問タイム」、基礎

的な内容の定着を図る「パワーアップテスト」

などの取組をとおし、個別指導の強化を図っ

てきています。

これまでのご協力に感謝
保護者の皆様のこれまでのご協力に感謝申

し上げますとともに、二学期には生徒のチャ

レンジする姿が、さらに充実するよう教職員

一同力を合わせていくことをお伝えしまして

ご挨拶とさせていただきます。


